


・審査員  ： 須藤みゆき（レゴ  エデュケーションジャパン 代表）
      福岡伸一（生物学者 /青山学院大学教授）　 手塚貴晴（建築家） 
      松下計（デザイナー /東京藝術大学教授）  三井淳平（レゴ社認定公式ビルダー）  
・応募資格  ：日本に在住する小学生以上の方
・審査内容（1次）  ：写真審査により、応募者 168 名の中から 71 作品を選出
・審査内容（2次）  ：一次審査通過の 71 作品の中から、3回の審議の結果、最優秀賞 1点、優秀賞 3点、審査員特別賞 5点、佳作を選出
　　　　　　　　　　・第一回審査　　審査員各自推薦作品 15 点を選出＊推薦のなかった作品は落選
　　　　　　　　　　・第二回審査　　審査員各自持ち点 15 点を作品に配点（1作品最大配点 5点）＊配点数によって、順位仮決定
　　　　　　　　　　・第三回審査　　第二次審査による点数順位（同点も含めて）の見直しと、最終順位の決定（各賞決定）
　　　　　　　　　　・審査員特別賞、佳作決定
    ・賞 品 ：最優秀賞　　　　1名　 JTB 旅行券 30 万円相当分
      : 準優秀賞　　　　1名　レゴマインドストーム
      : 優秀賞　　　　　2名　レゴ ストーリースターター
      : 審査員特別賞　　5名（レゴブロックセット） 

招待アーティスト　　このアイディアコンペは、同じ条件で、アーティストや専門家の先生方に CUBE 作品を作っていただきました。
　　生物学者　　 　　　　: 福岡 伸一　（青山学院大学教授）
　　建築家　　　　　　　 : 手塚 貴晴　（建築家／ ( 株 ) 手塚建築研究所代表取締役／東京都市大学教授）
　　建築家 　　　　　　　: Pekka Heikkinen　（アアルト大学教授／フィンランド）
　　デザイナー 　　　　　: 松下 計　（デザイナー／東京藝術大学教授）
　　ダンサー・振付家　　 : 森山 開次 ( 振付師／ダンサー）

アイディアコンペ概要
アイディアコンペ
32×32×32
ポッチのCube
ブロックで作る空間

レゴ社のレゴブロックは、『デンマーク語の“LEｇ GOdt（よく遊べ）” という言葉から生ま
れたと言います。レゴブロックの8 つのポッチのある同じ色の基本ブロックが2 個で、24 
通りの組み合わせができ、3 個で は、1,060 通り。さらに6 個のブロックでは、組み合わせ
の数が 915,103,765 通りにもなるといいます。 たとえば、レゴブロックを使ってシマウマ
を作るとしたら、限られ数と色の組み合わせでも、ユニークなシマウマに見えるオブジェ
のアイディアが幾百も浮かび、すぐに手を動かして作ることが出来ることでしょう。この
ツールは、年齢や国境を越え、誰もが同じ条件で使うことが出来、共通の課題に取り組む
ことが出来ます。その創造のプロセスには、失敗や発見や、工夫や想像力を育む無限の可
能性があります。今回は、このレゴブロックを使った「空間」のアイディアを募集します。
32×32×32ポッチは約25センチの立方体の寸法です。そのCUBEの中にあなたが考える空
間を創造してください。自由な発想を期待しています！また、同じ課題に取り組んでいた
だくアーティストや専門家お招きし、作品を作っていただきます。あなたの頭脳と比べて
何か違うか、、、それを感じることも、ぜひ楽しんでみてください！

1.   遊びながら学ぶ
　コンピューターの画面や本ばかりにかじりついていてもなかなかアイディアが浮かばないことが

　あります。そんな時は手を動かして、いろいろと試して実験してみたくなりますね。積み木やレ
　ゴは何度でもやり直せて、いつも新しい発見があります。遊び感覚がクリエーターには必要です。

2.  夢を実現する楽しさ
　どんな分野でも何かに挑戦することには、やりたい気持ちだけでなく、時間やプレッシャーと戦っ
　たり、苦しいことを乗り越えなければなりません。ですが、本当の楽しさには辛いことや苦しい
　ことを乗り越えてこそ、という体験の大切さを知って欲しいと思います。

3.  新しい感性の発見
　これまで、レゴブロックを使って空間を作るということは、あまり考えられて来なかったのでは

　ないか、と思います。どちらかというと、恐竜だったり、ロボットだったり、オブジェその物を
　見立てるアイディアが多く実現されて来ました。今回は少し発想を変えて、レゴブロックで「空
　間」を作ってみましょう。「空間」とは、誰かの居場所、基地、鳥の巣、、、など、誰のため、何処に、
　どんな？ちょっと建築家になったつもりで自由な空間を作ってみてください。楽しい作品を期待
　しています。

プロジェクトの目的

審査の概要



私は生物学者なので、審査にあたっては「生命」的なイメージを具現化した作品を選
びたいと思った。生命は、細胞の集合や生体組織の構築に見られるように、外部に向
かって無限の拡張性がある、できるだけシンプルなユニット構造が反復されつつ自
由な形をつくる、脆弱さと強靭さとが精妙なバランスをもって均衡している、といっ
た特性を持つ。本作品「安定と不安定」は、レゴが本来的に持つ、幾何学的な端正さと
無機的な美しさを尊重しながらも、拡張性、可変性、弱さと勁さのバランスなどを巧
みに表現し、見る者に生命的なイマジネーションの広がりと視覚的な快感を与えて
くれるものである。たいへん好感を持った。

レゴの真骨頂は、作りながら考えてよいという行き当たりバッタリの創作過程にあ
る。だから、最初は家を作ろうとしていたのに、いつの間にやら摩訶不思議な機関車
になってしまったりしてもよいのだ。よって私はできの良いスムーズな幾何学だの、
用意周到な物語だのが盛り込まれていると、「これは邪道である」との狭量な想いを
どうしても断ち切ることができないのである。その点、審査員特別賞に選ばせて頂い
た「芝居小屋 スターウォーズシアター」など、邪道中の邪道。ダークサイドの極みで
ある。なぜ私はこれを選んでしまったのだろう。今となると後悔の極みなのである。
が・・・やはりダークサイドの誘いは巧妙で、知らず知らずのうちに引き込まれてし
まったのである。審査会場にずらりと模型が並んだ部屋の一角でこの作品は異彩を
放っていて、気がつくとその前に座って長々とした劇の最初から最後まで見てし
まったのである。この方に告ぐ。これはいけない作品である。レゴの精神を汚してい
ると思う。恐ろしい作品である。他の人は絶対に真似てはいけない。しかし、もし次の
レゴ展覧会なるものがあればまた出してほしい。さすれば今度こそダークサイドに
負けず成敗してみせる！さて・・閉話休題。本筋に戻る。一等賞の「賑やかな海」は圧倒
的勝利である。何が素晴らしいと言うと、レゴを横倒しに作ると水面ができるぞと思
いついたところである。その水面がまたレゴらしい行き当たりバッタリの創意工夫
に満ちている。それから私は「かき氷の山」が大好きであった。ところどころに小さな
穴が開いているのであるが、その中になんだかわからないものが潜んでいて、ここに
どんな小人たちが住んでるのかしらんという想像力を掻き立ててくれる。そう・・・わ
たくしが子供のころレゴを前にした時のワクワク感はこれだったのである。

三井淳平賞の講評　‒　「かき氷の山」

ピラミッド型の作品は子どものころ作ったことがある人も多いのではないでしょう
か。この作品はシンプルなピラミッド型でありながら、内部にも工夫があり、またそ
れをのぞき込むことができる仕組みになっていました。中はどうなっているんだろ
うかとワクワクする作品ですね。「かき氷の山」というタイトルから想像するに色々
なシロップがかかっているのでしょうか。小学生らしい夢が詰まった作品だと感じ
ました。

福岡 伸一
福岡伸一賞の講評　‒　「安定と不安定」

（生物学者/青山学院大学教授）

手塚 貴晴
手塚貴晴賞の講評　‒　「芝居小屋 STAR WARS THEATER」

 三井 淳平 （レゴ社認定公式ビルダー）

『安定と不安定』

『芝居小屋 STAR WARS THEATER』

『かき氷の山』

（建築家／(株)手塚建築研究所代表取締役／東京都市大学教授）
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『にんじゃゴー宮殿』

　　

『こうきゅうごうかなレゴのおうち』

カラフルな色使いがとてもすてきな作品で、おうちの中にはすてきな家具もそろっ
ており、快適なおうちで楽しく過ごす様子が想像できました。カラフルながらも、壁
は一定の規則にそってブロックの形や色がそろえられており、自由で夢のある発想
と作品の美しさが見事に融合されています。次の作品もぜひ見てみたいと思わせて
くれる作品でした。

方則に沿ってカタチを決める事も、方則を裏切ってカチタを造る事も正しいし、楽し
い事だと思います。例えば、一見何の計画性もなく気分の赴くままピースを積み上げ
続けたとしても、それは作者のうつろう感情のざわめきそのものを転写した物であ
るかのように、十分鑑賞に値する物になり得ると思います。私たち選考委員は、何か
の法則や自分で決めた計画に従ってフィクスされたフォルムを評価する目と、感情
の動き、そのアクティビティ自体を表しているモノを評価する目を併せ持っている
必要があると感じました。レゴは「計画」を視覚化するのはもちろんですが、不思議な
事に感情の「うつろい」や「動き」を表現するのにも適しているメディアだと感じてい
ます。お子さんが出品されても、大人の作品と一緒に評価できるのは、レゴが持って
いる独自のガイドが「同じ土俵感」をかもし出しているのだと思います。ただ、大人 
＝ 計画、子供 ＝ 動き、と分かれてしまうのはちょっと残念な事だと感じました。

須藤 みゆき
須藤 みゆき賞の講評　‒　「こうきゅうごうかなレゴのおうち」

（レゴエデュケーションジャパン代表）

松下 計
松下計賞の講評　‒　「にんじゃゴー宮殿」

（デザイナー/東京藝術大学教授）

全体評
● 2×6ポッチのレゴブロックが6個集まると9億通り以上もの組み合わせができます。そんな無限の可能性を秘めてい
るレゴブロック、しかしながら色や形にはもちろん制限があります。「制限」のある中で自分の表現したいもの、伝えたい
ものを作り上げていくにはイマジネーション（想像力）やクリエイティビティ（創造力）、そして問題解決力が必要になっ
てきます。こうした力は、これからの社会でますます求められる力になってくるでしょう。
今回のコンテストでは、まさに限られた空間の中で表現することが求められていましたので、作品を作り上げるまでに
様々なチャレンジがあったことと思います。幅広い年齢層の方から応募がありましたが、すべての作品が個性に溢れて
おり、私自身が改めてレゴブロックのもつ更なる可能性を感じました。今回、審査員として参加させていただきましたが、
作品それ自体の完成度だけではなく、それぞれの作品からストーリーを感じることができるかといった視点でも見させ
ていただきました。世界約140の国と地域で約8,500万人（2014年）の子どもたちに親しんでいただいているレゴブロッ
ク、日本でも今回のコンテストのように、大人から子どもまで多くの方に楽しんでいただける活動が広まっていること
をとても嬉しく感じています。（須藤みゆき/レゴエデュケーションジャパン代表）

● 「限られたスペースの中で自分の作りたいもの、世界観が表現できているか」、それを基準に審査させていただきまし
た。優秀賞に選ばれた作品は特に想像力を掻き立てるものでした。また、応募された方の年齢層が幅広く、それぞれ違っ
たテーマで自分の世界観を表現しようと感じられ、審査しているときも見ていてとても楽しい気持ちになりました。
（三井淳平/レゴ社認定公式ビルダー）
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